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紙素材の民族資料の保存，生物被害対策

1．はじめに
紙を構成素材に含む民族資料には，紙単体から

なる資料の他，複数の材質からなる資料が多く存
在する。このため，紙のみを対象とした保存方法
ではなく，それ以外の材質にも対応した保存を実
施する必要がある。

ここでは，筆者が資料保存の仕事に携わる国立
民族学博物館（以下，民博）の所蔵資料を例とし
て，紙を含む複合素材で構成された民族資料と，
その劣化状態を紹介する。その上で，博物館とし
て展示や研究利用などに対応しながら，可能な限
り資料の劣化を防ぐ，あるいは劣化の進行を緩や
かにするために実施している保存活動について具
体例を示しながら紹介する。

民博が所蔵する民族資料（映像音響資料，図
書，文献資料を除く）の数は2017年3月現在，
343 ,581点である。この内，民博が資料管理のた
めに作成したデータベース（I.B.MUSEUM 2005
国立民族学博物館（非公開））に登録されている資
料で構成素材に紙を含む資料
は25 ,135点である。さらに，
これらの資料群の内訳は，紙
単体の素材で構成される資料
が11 ,722点，紙を含む複合
体で構成される資料は13 ,413
点となる。つまり，紙で構成
された資料の内の半数以上
が，紙を含む複合体で構成さ
れた資料である（これ以降，
特に表記しない場合は紙単
体，複合体の両方を含めて紙
資料と記す）。

民博が所蔵する紙資料を筆
者が任意で分類したところ，
容器・衣類・絨毯・笠・傘・

扇・行灯・提灯・屏風・ふいご・食器などの生活
資料，人形・凧・細工物などの玩具資料，仮面・
御幣・造花・くすだま・花笠・ねぷた・お守り・
お札などの祭礼資料，カレンダー・暦・巻物・シ
ルクスクリーン・版画などの書籍・絵画資料，鼓・
太鼓などの楽器資料などがある。

2．紙素材が用いられた民族資料の劣化状況
民博では，資料を新たに収集したときや，展示

や貸し出しなどで資料を活用する前後に資料の状
態を点検して記録を残している。点検は，民族資
料を構成する45種類の材質と，材質に発生して
いる異状を表す24項目の点検結果から，該当す
るものを組み合わせ，その結果を点検カード（図
1）に記入する。

紙資料25 ,135点のうち，点検の結果に異状が
ないものは15 ,793点であり，残る9,342点には
何らかの異状が生じていた。紙資料の点検結果
と，紙に発生した異状の件数の内訳を表1に示
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す。なお，ひとつの資料を構成する紙素材におい
て複数の異状が起きている場合もあるため，集計
結果の件数は重複している。また，複数回の点検
をおこなっている資料があるため，カビや虫害な
どが確認され，既に対応がなされた資料も過去に
該当する点検結果が記録されている場合は，異状
として集計している。

異状が発生した件数が多い順にみると，破損が
4,090件，変色退色が2,511件，貼紙・テープが
2,453件，欠損が2,082件であった。また，異状
ではないが，点検結果として，使用痕が2,712件
に確認された。使用痕については資料の来歴を示
す重要な情報でもあるため，資料自体，もしくは
周辺の資料へ著しく悪影響を与えるものでなけれ
ば基本的には保持している。また，貼紙・テープ
も同じ理由から研究者の意向を受けて保持する場
合もある。この他の破損，変色退色，欠損につい
ては，保存上，何らかの処置を必要とすることが
想定される異状である。次いで，多くの資料に見
られた状態は，劣化が1,184点，虫害が1,005点，
剥離・接着不良が922点であった。このうち，剥
離・接着不良については，資料収集時にすでに発
生している場合がある。これらの対応としては，
展示や活用の際に，研究者の意向を確認し，特に
要望がある場合や，資料保存の観点から，これ以
上の進行を防ぐために必要と判断された場合に
は，保存担当の研究者の指示のもと接着などの処
置がとられる。

なお，民博では，資料に発生した異状に対し
て，修復などの直接的な処置を施すことがある
が，基本的には資料の状態を安定させるために環

境を整える予防保存を導入している。次項より民
博の予防保存の活動について紹介する。

3．予防保存を実現するための民博の資料管理
3 -1．温度湿度の管理
3-1 -1．温度湿度が資料に与える影響

適切な温度湿度の管理ができていない場合，資
料の保存上，好ましくない影響を与える要因とな
る。紙資料では特に高湿度の環境において，金属
を含む資料に錆が発生した場合には，紙素材が錆
におかされて穴が開くなどの破損や，錆からの色
移りによる変色，または，染色された紙素材の退
色，そして，カビの発生などが想定される。

この他，紙，木材，革，布，接着剤などの吸
湿性の高い材質は，高湿度で膨張し，低湿度で収
縮するため，湿度変化が頻繁に起きた場合は，変
形や劣化，接着部分の剥離・接着不良を引き起こ
す可能性がある。また，複数の素材で構成された
資料は，材質により膨張率や収縮率が異なるた
め，材質の境目で破損が起きる原因となる。この
ため，温度湿度は，資料の保存に適した設定値で，
大きな変化がない安定した環境を保つことが大切
である。

3-1 -2．民博での温度湿度の管理設定
民博では，収蔵庫，展示場の温度湿度の設定値

を表2のように定めている。この中で，温度湿度
の管理が特に重要となる絨毯，漆器，毛皮，衣類
を収蔵している特別収蔵庫は，それぞれの材質に
応じた設定値で24時間連続の空調運転を実施し
ている。

表１　紙資料の点検結果と異状の件数
点検結果 件数(件) 点検結果 件数(件) 点検結果 件数(件)

異常なし 15,793 ほこり 524 よごれ 66

破損 4,090 クモの巣類 426 糸切れゆるみ 17

変色退色 2,511 虫害の破，欠，列 414 硬化 16

貼紙・テープ 2,453 カビ 402 腐食・腐敗 5

欠損 2,082 わん曲・変形 267 くもり 0

劣化 1,184 油じみ 247 水じみ 0

虫害 1,005 部材間ゆるみ 170 その他 478

剥離・接着不良 922 亀裂 96 （使用痕） 2,717
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上記の材質以外で構成されている大多数の資
料は一般収蔵庫で管理しており，紙資料もこの
中に含まれる。一般収蔵庫は，毎日8：20 〜 18：
00に空調運転を実施し，湿度は年間を通して
52%±5%としているが，温度の設定は外気の
季節変化に応じて夏期と冬期で設定を変更してい
る。これは，資料にも空調設備の能力的にも無理
のない範囲で，なおかつ汎用的にさまざまな材質
の資料に対応できる設定値を目標としているため
である。なお，夏期と冬期の間の中間期は空調を
停止している。かつては，中間期は，空調運転を
継続しながら次の季節の温度の設定に移行する
期間とし，空調の温度設定を毎週0.5℃ずつ変更
し，約3 ヶ月かけて温度設定を移行していた。し
かし，2011年の東日本大震災に起因する節電要
請を受け，民博でも冬期の節電を検討することと
なった。そこで，試験的に中間期に空調を入れた
場合と停止した場合のデータを比較した。この結
果，中間期は外気が安定していることから，空調
を停止しても温度湿度が季節にあわせて緩やかに
移行することと，空調開始時と停止時の急激な変
動が抑制され，かえって日変動が小さくなること
が確認できた。これらの結果から，資料への負担
がより少なく，加えて節電の効果も期待できるこ
とが明らかとなり，中間期は空調を停止すること
とした。ただし，空調運転停止中も温度湿度の経
過観察を実施し，各期間の設定値から大きく外れ
る場合には空調を稼働することとしている。

展示場は，9：00 〜 18：00に空調を運転して

おり，休館日（水曜）は空調運
転を停止している。展示場で
は，資料保存の観点だけでは
なく来館者への配慮が必要と
なるため，冬期の温度設定は
収蔵庫よりやや高い設定とし
ている。また，外気の影響を
受けやすいため，収蔵庫より
湿度の制御範囲をやや広く設
定している。

資料を管理するために適切
な温度湿度を設定していても，
設定どおりの空調制御ができ

ているかを確認するために，実際の温度湿度の値
を把握することが重要である。民博では，収蔵庫
や展示場，収蔵庫に隣接するエリアに自記温湿
度計や温度湿度データロガーを設置し（写真1），
実際の温度湿度が設定値から大きく外れていない
かを定期的に確認している。自記温湿度計は温度
湿度が途切れなく目に見える形で記録されること
から，資料管理の担当職員が設置箇所を通るたび
に目視で温度湿度を確認することとしている。ま
た，週に1回，記録用紙の交換をおこない，温度
湿度に異常がないかを確認している。

温度湿度データロガーは任意の時間間隔で温
度湿度を記録するため，自記温湿度計のように途
切れなく記録することはできない。しかし，記録
したデータを抽出してコンピューター上で取り扱
いが可能なため，測定した温度湿度のデータを分
析することが容易である。なお，自記温湿度計の
記録で異常がみられた際には，該当する収蔵庫に
設置している温度湿度データロガーのデータを回

表2　収蔵庫と展示場の温度湿度の設定

写真1　�自記温湿度計と温度湿度データ
ロガー
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収し，状況の確認と原因の解明のために分析す
る。自記温湿度計の記録で特に異常のない場合
は，資料管理の担当職員が1 ヶ月に1度データを
回収し，1 ヶ月を通した温度湿度の推移を確認す
ることとしている。

3-1 -3．温度湿度管理のための連絡体制
民博には，民族資料のほかに映像音響資料（主

にフィルム，テープ等の資料），図書資料があ
り，それぞれの担当部署が資料の管理を担ってい
る。一方，これらの資料を収蔵している収蔵庫や
書庫の空調は，財務課施設担当と空調機の制御を
おこなう外部委託業者が管理している。このよう
な管理体制の中で円滑な空調管理をおこなうため
には，それぞれの情報を共有することが重要であ
る。このため，各担当部署の資料管理の担当職員
と保存担当の研究者が隔週（月に2回）で集まり，
空調に関する連絡会（以下，空調連絡会）をおこ
なっている（写真2）。空調連絡会では，各担当
部署から空調に関する報告をおこなうとともに，
月に1度，各部署が管理している収蔵庫や展示
場，書庫などの1 ヶ月間の温度湿度データを報告
し，情報共有を図っている。そのほか，温度湿度
に異常が生じた場合，または，緊急に空調運転の
変更が必要となった場合などには，館内メールを
使用して連絡を取り合い，その状況を関係者が共
有し，連携して早急に対応することとしている。

以上のように，資料の保存に適した温度湿度を
現実可能な範囲で設定し，その設定が守られてい
るか確認し，異常発生時には早期に発見，対応で
きる体制を作ることで，温度湿度が資料に悪影響
を与えることを防いでいる。

3-2．照明の管理
3-2 -1．照明が資料に与える影響

光には人がモノを見るときに必要な可視光線
の他に，通常，人の目では感知できない赤外線や
紫外線も含まれている。赤外線は可視光線より波
長が長く，熱線ともよばれ，周囲のものに熱を与
える特性がある。また，紫外線は可視光線より波
長が短く，エネルギーが強いため資料の劣化を早
める要素となる。特に紙資料では，光の影響で変
色退色を起こすことが懸念される。このため，資
料の保存上，照明は赤外線の熱を逃がし，紫外線
を発生させないものを選ぶ必要がある。また，照
明を必要以上に明るくしないことと，特に光に対
して脆弱な資料は照明時間を短くすることなどが
重要である。

3-2 -2．民博の展示照明とその管理
民博の収蔵庫の照明は，紫外線カット機能の

ある博物館・美術館用の蛍光灯を使用しており，
最近は順次LED照明に変更している。LED照明
は従来の一般的な蛍光灯や，ハロゲン電球に比べ
ると，紫外線や赤外線の波長が少ない。また，収
蔵庫で照明を点灯する時間は，資料管理の担当職
員や研究者が入室する際に限られている。このた
め，ここでは主に展示における照明の管理につい
て紹介する。

展示場では，これまでハロゲン電球を使用して
いたが，2015年に全ての展示照明をLED照明に
変更した。なお，LED照明導入以前に使用して
いたハロゲン電球は熱対策として可視光線のみを
透過させる赤外反射膜を備えたものや，赤外線を
後方に透過し，可視光線のみを前方に反射するた
めのダイクロイックミラーがとり付けられ，紫外
線対策のためのフィルターが施された電球を使用
していた。

展示照明は，資料の材質や状態に応じて，照
度を調整している。照度とは光源に照らされた面
の明るさを表すもので，単位はルクス（lx）が用
いられる。表3に示すように，衣類，染織品，水
彩画など特に光に脆弱な資料は50lx以下，油絵，
漆製品，彩色のある彫刻などは150 lx程度，光の
影響を受けにくい，石，金属，ガラス，陶器類は

写真2　空調連絡会の様子
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300 lx以下という基準が，ICOM（国際博物館会
議）をはじめとする国際会議で推奨されている 。

民博では，ハロゲン電球を使用していたとき
は，基本的な照度を150 〜 200 lxとし，光に脆
弱な資料（染織品など）は70 lxを目安に，上限
100 lx以下におさえることとしていた。また，光
に対して特に脆弱な資料（軸，図書）については
30 lx以下とすることを基本としていた。

これらの設定値に対して，2015年のLED照明
を導入後は，照度の基準の見直しをおこなってい
る。これは，LED照明を導入するにあたり，民
博職員が展示場でLED照明とハロゲン電球で実
際にモノを照らした際の見え方の違いを比較検討
した実験の結果，LED照明ではハロゲン電球の
半分程度の照度で，ハロゲン電球と同程度の明る
さに感じたためである1）。そこで，LED照明で
の照度の基準は現在のところ，光の影響を受けに
くい資料は基本的に70lx程度で100 lxを上限と
した。また，光に脆弱な資料（染織品等）は基本
的に35lx程度で，50lxを上限とし，さらに光に
対して特に脆弱な資料（軸，図書）は20lx以下と
いう目安で運用を開始し，経過を確認している。

このLED照明の照度基準は，LED照明対応の
照度計で測定することを前提としている。これ
は，民博での確認結果では，LED照明で照らし
たモノの同一箇所の照度について，LED照明対
応の分光放射照度計（コニカミノルタ株式会社　
CL-500A）での測定値と，ハロゲン電球の測定
に使用していたフィラメント電球で校正された照
度計（CUSTOM社　LX-1332D）の測定値を比
較した結果，前者が後者に比べて1割程度高く測
定されたことによる。このことから，照度計は校

正時の光源と異なる波長特性を持つ照明の測定に
は適さないことが確認できた。このためLED照
明の照度を測定する際には，従来のハロゲン電球
の測定に使用してきた照度計は注意が必要であ
る。

以上の照度を基準とし，特に光に脆弱な資料を
展示する場合は，事前に保存担当の研究者を中心
に資料管理担当職員と展示担当職員で協議し，展
示期間に応じて個別に照度を低くするなどの対応
をとっている。また，照明の与える影響は積算さ
れるため，来館者のいない時間や休館日に消灯す
るなどの対策をとっている。

具体的な対応例として，本館の西アジア展示
にて展示している図書は，2点の資料（祈祷書と
聖書）を選定し，1年ごとに展示替えを実施して
いる（写真3）。また，LED導入以前の2014年に
ハロゲン電球を用いて，重要有形民俗文化財であ
る「おしらさま」を特別展で展示した際は照度を
70lxに調整し，併せて，閉館時は展示ケースに
布で覆いを掛け，作業灯の影響を避ける対策を施
した。

表3　美術館・博物館の展示物に対する各国の推奨照明基準（単位： lx）
（日本展示学会『展示学事典』編集委員会編1996年　ぎょうせい　より一部抜粋）

写真3　展示換えをおこなう聖書



17紙素材の民族資料の保存，生物被害対策

3-3．空気環境の管理
3-3 -1．空気環境が資料に及ぼす影響

紙資料の変色退色のもう一つの要因に空気環
境がある。空気環境には，外気や博物館内などの
広い環境と，展示ケース内などの限られた環境が
ある。外気や博物館内の空気環境については，民
博では空調機が空気を取り入れる際に中性能フィ
ルターや，活性炭フィルターなどの適切なフィル
ターを使用して，外気もしくは博物館内の循環空
気から汚染物質を取り除いている。

ここでは，特に展示空間での内装や展示ケー
ス内の空気環境について紹介する。民博では，特
別展や企画展を開催する際，新規に仮設の展示壁
や，展示ケースを製作することが多い。これらの
資材として用いられる木材や接着剤，壁紙から発
生する揮発性有機物質は，資料に悪影響を与える
要因となるため，その対策が必要となる。

3-3 -2．特別展や企画展における空気環境の対策
事例

特別展や企画展などで仮設の展示壁の施工や
演示に使用する資材は，あらかじめ施工業者から
製品安全データシートの提出を受け，民博が許可
したものを使用する。また，仮設の展示壁や展示

ケースは施工完了後，基本的に2週間の枯らし期
間を設けている。この他，特に空気環境に敏感で
有機酸などにより変色を起こす可能性のある資料
を，新たに製作した木製の展示ケースで展示する
場合には，展示台部分の木材をアルミ箔で包み込
んで密封し，その上から表具をおこなうことで，
木材に由来する揮発性有機物質が展示ケース内の
空気環境に影響を及ぼすことを防いでいる。

このような対策を施した展示ケースを用いる
場合は，資料を演示する前に展示ケース内の空気
環境の調査をおこない，安全を確認している。空
気環境の調査には市販の有機酸とアンモニアをそ
れぞれ検知するインジケーター（内外テクノス株
式会社（販売）　パッシブインジケータ）（写真4）
や，低濃度の有機酸，およびアンモニアを対象と
したガス検知管（光明理化学工業株式会社（販売）
北川式検知管（専用エアーサンプリングポンプ
ASP-1200を使用））（写真5）を用いて展示ケース
内の酢酸やアンモニアの濃度を確認している。な
お，酢酸とアンモニアの濃度については，東京文
化財研究所より，酢酸は170ppb以下，アンモニ
アは30ppb以下という数値が推奨されている。

3-4．生物被害対策
3-4 -1．日常的な生物被害の予防対策

紙資料に限らず，民族資料の多くは有機物に
よる複合素材で構成されており，生物被害（虫害，
カビ）にあいやすい資料であるといえる。民博で
は，IPM（Integrated Pest Management　総合
的有害生物管理）の考えのもと，複数の防虫・殺
虫方法を組み合わせた生物被害の対策をおこなっ
ている。

博物館におけるIPMでは，生物被害を発生さ
せる要因となる汚れやホコリ，ムシの侵入を防い
だり，その要因を取り除いたりすることが重要で
ある2）。多くの博物館・美術館と同様に，民博で
も展示場での飲食は原則として禁止している。こ
れにより，汚れやムシを誘引する要素を避け，展
示資料を守ることになる。また，毎朝，外部業者
に委託して通路などの清掃を実施する他，月に1
度実施しているワックスの塗り直しも，通路の汚
れなどを取り除く効果がある。

写真4　インジケーターでの環境調査

写真5　検知管での環境調査
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収蔵庫での取り組みとしては，収蔵庫エリアへ
の入室の前に靴の履き替えをおこなっている（写
真6）。また，民博は外部から収蔵庫エリアまで
は複数の扉やシャッターで区切られているため，
作業や資料移動に伴う，扉やシャッターの開閉
は，基本的に1カ所のみドアやシャッターを開放
することとし，外部から収蔵庫エリアに通じる扉
を同時に開かないように注意している。この他，
資料の搬出入に用いる大型のシャッターで，外部
に通じているところは網戸やブラシを設置して，
汚れやホコリ，ムシなどの侵入を防ぐ工夫をして
いる。特にムシへの対策については，外部から館
内に持ち込まれる資料には必ず殺虫処理を実施す
るとともに，資料の動線を整備して殺虫処理前の
資料と殺虫処理後の資料が混在しないようにして
いる3）。また，収蔵庫の清掃は資料管理担当の職
員が月に1回一つの収蔵庫を清掃（写真7）し，1
年に1回は全ての収蔵庫の清掃をおこなうように
計画している。

3-4 -2．生物被害の早期発見のための対策
汚れやホコリ，ムシなどの防除に努めても，生

物被害を完全に防ぐことは難しい。このため，次
に重要となるのは，生物被害を早期に発見するこ

とである。
展示場では毎朝，開館前に資料管理担当の職員

が4 〜 5人のグループで展示場の安全確認をおこ
なうとともに，資料の異状，虫害の発生や演示具
の不具合などを確認するために展示場点検を実施
している（写真8）。展示場点検では資料の異状
の見落としを防ぐため，過去に虫害が発生した資
料や，生物被害にあいやすい素材で構成された資
料など，必ず点検するべき場所を記載したマップ
に沿って，複数の点検者の目で同一箇所を点検す
る。

また，民博では季節ごとに年4回の生物生息調
査を実施している。収蔵庫，展示場，収蔵庫の周
辺エリアに508個のトラップ（粘着トラップ327
個，タバコシバンムシ用フェロモントラップ181
個）を15日間設置して，捕獲されたムシの数と種
類を調査している。この調査結果を分析すること
で，ムシの生息状況を確認する。次に，ムシの生
息が確認された場所の現場確認を実施し，外部か
らのムシの侵入経路や館内部でのムシの発生源を
把握する。この活動により施設の不具合を発見し
て改善策をとることや，今後の生物被害対策の指
針の策定に役立てている。

このように，民博では日常的な目視点検による
虫害の発見と，定期的な生物生息調査を組み合わ
せて，日常的な点検では見落としている虫害の発
見につなげることで，生物被害の早期発見に努め
ている。

3-4 -3．生物被害への対応
生物被害を発見した際には，迅速かつ的確に

写真6　靴を履き替える

写真7　収蔵庫清掃

写真8　朝の展示場点検
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対応することが重要である。このためには，生物
被害の発見者が被害状況を素早く正確に保存担当
の研究者に報告し，対処方法を確認する必要があ
る。

民博では生物被害を含む異常発生時の報告を
「事故報告」とよび，このとき作成する報告書は
定型化して「事故報告書」とよんでいる。事故報
告書の内容は，事故発生場所，事故の発生した対
象の名前（資料名・演示具名・設備名など），発
見者，対応者，初期対応の内容，最終的な処置結
果と，状況写真も添付する。このように報告内容
を定型化することで，事故状況を関係者で共有し
て，迅速かつ的確に対応ができる体制を整えてい
る。

なお，事故報告は展示場や収蔵庫で確認された
全ての異状を対象として実施している。例えば，
展示場点検や生物生息調査で異状が発見された資
料，演示具などの異状や，収蔵庫清掃中に確認さ
れた資料の異常，資料貸出や調査などの中で，資
料を点検した際に発見した異状のほか，資料の保
存に関わる施設や設備の不備や不具合についても
報告される。これらの事故報告の記録を残すこと
で，事故の発生傾向や原因を把握し，対処方法を
蓄積することで，事故防止のための対策を考える
参考とすることができる。

生物被害が発生してしまった場合の対応は，軽
微なものであれば，まずはムシを取り除き，資料
の清掃をおこなったあと，ピレスロイド系薬剤を
二酸化炭素で希釈した市販のエアゾールタイプ防
虫剤を噴霧し，経過を観察する（写真9）。それ
でも被害が収まらない場合は，殺虫処理が必要と
なる。

民博では複数の殺虫処理方法が選択できる仕

組みを整え，資料を構成する材質，ムシの種類，
被害の状況に合わせて生物被害に対処している。
具体的には，日本国内で加害された資料の内，一
般的な民族資料は二酸化炭素処理（処理条件：二
酸化炭素濃度60% 〜 75%で温度25℃±5℃を維
持した空間で，14日間保持）で対応する4）（写真
10）。これは，二酸化炭素処理が民族資料を構成
する様々な材質へ適用できるためである。また，
毛皮，衣類，カーペットなど低温環境に耐えられ
る材質を一度に大量の処理をする際は低温処理

（処理条件：−30℃以下，5日保持）を選択する
こともある（写真11）。この他，資料ではなく演
示用の造作に用いる葦簀や，資材の木製パレット
は，高温処理（処理条件：55℃を6時間以上，も
しくは60℃を4.5時間以上保持，ただし温度と保
持時間は処理対象により変更する）を実施するこ
とがある（写真12）5）。

また，展示場で虫害が発生した大型資料で，展
示場からの搬出が難しい場合に，展示場にガスバ
リア性シートで簡易なテント組み立て，この中で
窒素ガスを用いた低酸素濃度処理（処理条件：酸
素濃度0.3%以下で，温度30℃以上を維持した
空間で，21日間保持）を実施した事例がある（写
真13）6）。このとき，実際は展示場の設定温度

写真9　防虫剤を噴霧 写真11　低温処理

写真10　二酸化炭素処理
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が26℃±2℃であったため，殺虫処理の環境を
25℃とし，処理期間は8週間と通常より長くとっ
た。窒素を用いた低酸素処理を選択した理由は，
万一の漏洩が起きた場合に，二酸化炭素より人体
への影響が少ないためである。また，実際の作業
では周辺エリアを立ち入り禁止にして殺虫処理を
おこなった。

この他，新たに海外から搬入された資料は，外
部業者に委託して，燻蒸庫で酸化エチレンガスと
炭酸ガスの製剤による，殺虫・殺菌処理を実施す
ることとしている（写真14）。なお，この処理で
は作業終了後に触媒燃焼式の除外装置で薬剤を燃

焼し分解している。
これらの処理を実施した後に，再び展示を行う

際や，あるいは虫害にあいやすい資料を展示する
場合は，防虫対策として，ピレスロイド系薬剤を
シートに染み込ませた防虫剤をあらかじめ資料の
近くに設置することもある。

4．まとめ
紙資料をはじめ民族資料は性質上，意識的に保

存しなくては健全な状態を保つことが難しい。ま
た，一つの資料がさまざまな材質で構成されるこ
とが多いため，保存の手法も一つだけでは効果が
でにくい場合が多い。このため，日常的に保存環
境を整え，資料の劣化の要因を可能な限り取り除
くことが重要となる。ここで紹介した基本的な方
法が受講してくださった皆様にとって，なんらか
の参考となり，それぞれに無理なく継続可能な方
法での資料保存活動につながれば幸いである。
（かわむら・ゆかこ

国立民族学博物館 共同利用型科学分析室）
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